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日 月 火 水

豊浜支所福祉保健課
大野原支所福祉保健課
保 健 セ ン タ ー

社会福祉課地域包括支援センター

木 金 土
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テレホン

第１回（第１節）ＦI関西スポーツ５社後援

第１３回吉田実杯争奪戦新バンク誕生記念

第１回（第２節）ＦII

ふるさとダービー富山場外

開設５６周年記念函館競輪場外

いさり火杯争奪戦

開設５７周年記念小田原競輪場外

北条早雲杯争奪戦

開設５６周年記念松戸競輪場外

燦燦ダイヤモンドカップ争奪戦

開設５７周年記念久留米競輪場外

第１３回中野カップレース

サービス
実　況
案内・結果

☎
☎

８月 保 健 カ レ ン ダ ー
あ 　 な 　 た 　 と 　 市 　 政 　 を 　 む 　 す 　 ぶ

かんおんじ広報
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休日当番医

休日当番歯科医

休日当番調剤薬局

保健センター

常磐総合コミュニ
ティセンター

いき

豊福

ふれ

いき

　今は植田町の植田天満宮境内にありま

すが、最初は今とそう離れてはいない別

の場所に建てられていたようです。みち

しるべ正面には「右うゑ田松」とあり、

名所として有名だった「植田松」の案内

をかねた道しるべです。

　右側面には「松より観音寺すくみちあ

り」左側面には「寛政十戊午年七月・・

・」の文字が刻まれています。（寛政十年

は１７９８年）

夢がある！！

土 日 月 火水 木 金

月 火 水 木

金 土 日

火 水 木

月 火

いきいき健康ひろば

運動器具を使って

健康づくり・体力づくりを

しましょう！

９：００～１２：００
１３：００～１６：００

火～日曜日

医

歯

薬

保

常
愛

豊浜ふれあい会館

豊浜福祉会館

伊吹公民館

愛育会行事

大野原いきいきセ
ンター

保 保

保

保

保

健康相談

3歳児健康診査

ぴよぴよクラブ

10か月児健康診査

9：30～11：30

9：30～11：30

13：30～15：00

医

歯

薬

医

歯

薬

医

歯

薬

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

育児相談

要予約

自由あそび保

保

伊保

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

転倒予防教室：

いき

豊福

いき

プレママ教室②

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

転倒予防教室：

いき

リハビリ教室

ふれあい広場

いき

ふれ

リハビリ教室

いきいき体操

ふれあい広場

いき

ふれ

10か月児健康診査

育児相談

ふれあい広場

いき

いき

豊福
ふれ

豊福

いき

リハビリ教室

ぴよぴよクラブ

シニアエアロビクス

いき

いき

１歳６か月児健康診査

ぴよぴよクラブいき

保伊

保 いき

ふれ

いき

いき

いき

ふれ

自由あそび

3か月児健康診査

保

保

保

旧観音寺市H18年5月生まれ

旧観音寺市Ｈ１７年２月生まれ

大野原町・豊浜町Ｈ１８年５月生まれ

健康相談

ぴよぴよクラブ

自由あそび

健康相談

3歳児健康診査

保

へんろ道の
みちしるべ

健康相談

自由あそび

育児相談

高室医院

三宅歯科医院

ナショナル調剤薬局

ひまわり調剤薬局三豊

医

歯

薬

保

第２回（第１節）ＦII

木 金 土 日

伊

操体法教室

リハビリ教室

ふれあい広場

自由あそび

ほ
し
い
な
ぁ

こ
ん
な
弟
が

ほ
し
い
な
ぁ

こ
ん
な
弟
が

職場体験学習

リハビリ教室

ふれあい広場 いき

豊福

自由あそび（0歳児）

もぐもぐレッスン

1歳6か月児健康診査

健康相談
大野原町・豊浜町H16年11・12月生まれ

旧観音寺市H17年１０月生まれ

旧観音寺市H15年2月生まれ

大野原町・豊浜町H１７年９・１０月生まれ

大野原町・豊浜町H１５年１・２月生まれ

羽崎病院

吉田歯科医院

そうごう薬局観音寺店

快生堂豊浜調剤薬局

健康相談

自由あそび

健康みどりの会

プレママ教室①

ぴよぴよクラブ

栄養教室

愛 影絵 市民会館中ホール

自由あそび

骨密度測定

3か月児健康診査

松戸記念場外９Ｒ～１１Ｒ併売

木 金 土 日

玉野S級シリーズ場外サテライト山陰オープン記念９R～11R併売

絵本読み聞かせ会愛 常

献血 マルナカ豊浜店

観音寺ライオンズクラブ

かもだ内科クリニック

安藤歯科医院

快生堂薬局本店

第健調剤薬局

宮崎内科医院

吉田歯科医院

安藤薬局

姫浜調剤薬局

パパ・ママ教室

シニアエアロビクス
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この広報紙は古紙配合１００％再生紙、また、環境に
やさしい大豆油インクを使用しています。

広報紙の配布についての問い合わせは
0120　494459までご連絡ください。 印刷（株）三豊印刷
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式
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心
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フ
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シ
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い
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」
と
あ
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さ
つ
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25mの温水プール

広いスタジオ

最新マシンを完備したマシンジム

一の宮

姫浜

和田浜

豊浜中

豊浜小

三工高
大野原
IC

豊浜局

高

松

自

動

車

道

豊浜支所（旧豊浜町役場）

三豊総合病院

↑観音寺市内

ちょうさ会館

善通寺→

↓川之江

〒
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～～国民健康保険・老人保健からのお知らせ～～

所得区分の判定基準が
変わります！！

８月１日から

★所得区分が上がる人に経過措置がある場合があり

　ます。（８月から２年間）*申請が必要です。

★交通事故にあった場合

　　　交通事故で国保や老人保健を使うときは「第

　　三者行為による傷病届」の提出が必要です。た

　　だし、加害者から治療費を受け取っている場合

　　には、国保や老人保健は使えません。

★医療を受けるとき

　　　医療機関の窓口に、医療保険の保険証・高齢

　　受給者証・老人医療受給者証・健康手帳を掲示

　　してださい。なお、保険証の資格（記号・番号）

　　に変更がある場合は、必ず健康増進課に届け出

　　てください。

　公的年金等控除の見直しや老年者控除の廃止で

新たに一定以上所得者になった人は、下記の①②

③に該当する場合、医療費が高額になったときの

自己負担限度額が「一定以上所得者」ではなく「一

般」の限度額になります。ただし、この控除の適

用になるには必ず申請が必要です。

① 課税所得１４５万円以上２１３万円未満

② 年収が高齢者複数世帯で５２０万円以上６２１万

　円未満

③ 高齢者単身世帯で３８３万円以上４８４万円未満

　老年者に係る住民税非課税措置の廃止で、低所

得世帯の世帯員の一部が課税者になっても、下記

①②の両方の条件を満たしていれば、医療費が高

額になったとき、同一世帯内の非課税者は自己負

担限度額と食事の標準負担額が「低所得者Ⅱ」の

限度額になります。ただし、必ず申請が必要です。

① 課税者の合計所得金額が１２５万円以下

② 課税者が平成１７年１月１日現在、６５歳以上

　の人のみの場合

［注意］　・平成１８年１０月から法改正により、医療費の自己負担金が見直されます。�        

　　　　　・所得区分の判定は前年の課税所得により毎年行われ、８月から新しい所得区分が適用されます。�         

　（*１）平成１８年７月３１日までは収入合計が、１人の場合４８４万未満、２人以上の場合６２１万未満�

　（*２）平成１８年７月３１日までは低所得者Ⅰは年金の所得控除額を６５万円で計算

７０歳以上で国保の人 老人保健に該当の人

区分 判　定　基　準

一定以上所得者、低所得者I・IIのいずれにも当ては

まらない人

一定以上所得者、低所得者I・IIのいずれにも当ては

まらない人

70歳以上の人および老人保健で医療を受ける人のうち、

１人でも一定の所得（課税所得が145万円）以上の人が

同一世帯にいる人

同一世帯の全員が住民税非課税の人（低所得者I以外

の人）

ただし、70歳以上の人および老人保健で医療を受ける

人の収入の合計が、下記の場合、申請すれば「一般」

の区分と同様になります。

同一世帯の全員が住民税非課税で、その世帯員の各所

得が必要経費・控除（◆）を差し引いたときに０円と

なる人�

�

◆年金の所得は控除額を80万円として計算します。

70歳以上の国保被保険者および老人保健で医療を受け

る国保被保険者のうち、１人でも一定の所得（課税所

得が145万円）以上の人が同一世帯にいる人

ただし、70歳以上の国保被保険者および老人保健で医

療を受ける国保被保険者の収入の合計が、下記の場合、

申請すれば「一般」の区分と同様になります。

同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税

の人（低所得者I以外の人）

同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税

で、その世帯の判定対象者の各所得が必要経費・控除

（♣）を差し引いたときに０円となる人�

�

♣年金の所得は控除額を80万円として計算します。

判　定　基　準区分

一
般

低
所
得
者
II

低
所
得
者
I

一
定
以
上
所
得
者

一
般

低
所
得
者
II

低
所
得
者
I

一
定
以
上
所
得
者

▼ ▼

1人の場合

2人以上の場合

383万円未満

520万円未満

1人の場合

2人以上の場合

383万円未満

520万円未満

自己負担限度額（月額） ９月３０日まで

（＊1）

（＊２）（＊２）

（＊1）

ここが
変わります
ここが
変わります
ここが
変わります

ここが
変わります
ここが
変わります
ここが
変わります

ここが
変わります
ここが
変わります
ここが
変わります

ここが
変わります
ここが
変わります
ここが
変わります

問

（1）公的年金等控除の見直し・老年者控除の廃止に

　　 伴う経過措置

（2）住民税非課税措置の廃止に伴う経過措置

一　　般

外来（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

低所得者II

低所得者I

一定以上

所得者



　８月は、同和問題啓発強調月間です。香川県人権

啓発推進会議は、同和問題の解決を自分自身の課題

と考え、差別は絶対許さないという意識を持っても

らうために、いろいろな啓発活動に取り組んでいま

す。これを機会にさまざまな人権課題や同和問題に

ついて考え、自らが輝き、明るい希望が持てる未来

を築いてください。

　先月号で紹介した、市防災情報メールの登録はで

きましたか？今月号では、携帯電話で防災情報を受

信するためのもう一つの方法「香川県避難情報伝達

システム」をご紹介します。このシステムは、市は

もちろんのこと県内の防災情報を受信できます。

① 避難情報伝達システムのホームページを開く

　ＵＲＬ

② トップページの「登録／変更／解除」を選択

③ メール作成画面が表示

④ 題名・本文に何も入力せずに、そのまま送信

⑤ 登録用ＵＲＬがメールで返信されてくる

同和問題啓発強調月間

観音寺市人権教育研修会

映画研修　映　画「風の舞」

ふれあい人権の集い

と　き　８月１９日（土）午後１時～午後４時３０分

ところ　市民会館中ホール

問合先　人権教育課

問合先　ふれあい文化センター

問合先　ふれあい文化センター

演　題　「ひとりひとりちがう」

講　師　沢　知恵さん

と　き　８月８日（火）午後２時～午後３時２０分

ところ　ふれあい文化センター

演　題　「こけ枝のほのぼの人権噺」

講　師　落語家　桂こけ枝さん

人権コンサート（ピアノ弾き語りコンサート）

人権啓発パネル展

と　き　８月１日（火）～８日（火）

ところ　市役所１階ロビー

と　き　８月９日（水）～１８日（金）

ところ　大野原支所、豊浜支所

＊人権啓発行事などすべての参加費は無料です。

人権啓発映画上映：三豊ケーブルテレビ

人権啓発ビデオの貸し出し

と　き　８月１日（火）～３１日（木）

題　名　「めばえの朝」

放送時間　午前７時１５分～午前８時

題　名　「見えないライン」

放送時間　午後３時～午後４時

問合先　人権推進課

問合先　ふれあい文化センター

　人権問題を自分のこととして考えてもらおうと

啓発ビデオを用意しています。無料で貸し出しを

していますので、地域や職場などでの人権研修に

利用してください。

登録をする前に

　登録を始める前に携帯電話の設定を確認してく

ださい。ドメイン指定受信などを設定している場

合は「　　　　　　　　　　　　　」を追加し、受

信できるように設定をし直してください。

登録方法

問い合わせ先

香川県避難情報伝達システム

かがやき　希望　未来！ ！ ！

⑥ 本文中のＵＲＬを選択

⑦ メニュー選択画面が表示

⑧「新規登録」を選択

⑨ 利用規約をよく読み同意してから「同意する」を選択

⑩ 地域選択画面が表示

⑪ 情報配信を希望する地域を選択（複数選択可能）

⑫「次に進む」を選択

⑬ 利用登録画面が表示

⑭ 情報配信地域の確認後、「登録」を選択

⑮ 登録完了画面が表示

県防災局危機管理課危機管理グループ　☎087－832－3183

市企画課危機管理係　　　　　　　　　☎23－3917

（登録されなかった場合、登録エラー画面が表示されます。
　その場合①からやり直してください）

＊ 携帯電話サイト「香川県情報ＮＡＶＩ」「香川県ホーム
　 ページ」からも登録できます。
＊ 登録とメール受信のために掛かる通信費などの費用は、
　 利用者負担です。
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香 川 県 知 事 選 挙

あなたが決める　あしたのかがわ

月　 日（日）8 27投票日

　

８
月
２７
日
（
日
）
は
香
川
県
知

事
選
挙
の
投
票
日
。
県
政
を
担

当
す
る
代
表
者
を
選
ぶ
大
切
な

選
挙
で
す
。
棄
権
せ
ず
に
、
自

覚
と
良
識
あ
る
一
票
を
入
れ
ま

し
ょ
う
。

投
票
時
間

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

　

伊
吹
町

（
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
）

開　

票

　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　

午
後
９
時
〜　

　

投
票
日
に
用
事
な
ど
が
あ
り
、

投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
期

日
前
投
票
あ
る
い
は
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
・
不
在
者
投
票

　

８
月
１１
日
（
金
）
〜
２６
日
（
土
）

　

土
・
日
曜
日
も
実
施

　

観
音
寺
共
同
福
祉
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　

下
図
参
照

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

郵
便
で
の
不
在
者
投
票

　

自
宅
な
ど
で
投
票
が
で
き
る

の
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
ま

た
は
戦
傷
病
者
手
帳
が
交
付
さ

れ
て
い
る
人
で
、
そ
の
障
害
の

程
度
が
一
定
の
基
準
に
当
て
は

ま
る
人
、
ま
た
は
介
護
保
険
の

被
保
険
者
証
の
「
要
介
護
５
」

の
人
に
限
り
ま
す
。

　

郵
便
で
投
票
す
る
場
合
、
あ

ら
か
じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の

交
付
を
受
け
、
そ
の
証
明
書
を

添
え
て
投
票
用
紙
な
ど
を
請
求

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
郵
便
で
の
不
在
者
投
票
の

代
理
記
載
制
度
も
あ
り
ま
す
。

点
字
投
票

　

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字

で
投
票
が
で
き
ま
す
。
点
字
器

具
は
投
票
所
に
あ
り
ま
す
の
で
、

当
日
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

代
理
投
票

　

身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、

自
分
で
投
票
用
紙
を
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
代

理
投
票
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
投
票
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

１
カ
所
に
な
り
ま
す

期
日
前
投
票
所

　

道
路
網
の
整
備
の
状
況
や
選

挙
事
務
の
適
正
な
執
行
、
事
故

防
止
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し

た
う
え
で
、
６
月
に
行
わ
れ
た

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
委
員
長

合
田
等
氏
）
で
決
定
し
た
も
の

で
、
市
議
会
の
全
員
協
議
会
で

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
変
更
で
９
月
４
日
の
任

期
満
了
に
伴
う
香
川
県
知
事
選

挙
（
８
月
１０
日
告
示
、
２７
日
投

票
）
か
ら
、
期
日
前
投
票
所
は
、

観
音
寺
共
同
福
祉
施
設
の
１
カ

所
に
な
り
ま
す
。

選挙管理委員会事務局　☎23－3945

市民会館

期日前
投票場所

不在者

社会福祉
センター 市役所

中
央

公
民
館

働
く
婦
人

の
家

共
同
福
祉

施
設

人権教育課　☎23－3940 ふれあい文化センター　☎24－4113人権推進課　☎23－3928

ばなし

期
間

場
所

時
間
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夏
の
イ
ベ
ン
ト
銭
形
ま
つ
り
が
、
７
月
１５
・
１６
・
１７
日
の
３
日
間
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
「
市
民
が
作
り　

市
民
が
楽
し
む　

市
民
の
た
め
の
ま
つ
り
」
に
ふ
さ
わ

し
い
手
作
り
の
ま
つ
り
を
楽
し
み
に
来
た
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
踊
っ
た
人
、

見
に
来
た
人
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
に
来
た
人
な
ど
を
カ
メ
ラ
で
追
っ
て
み
ま
し
た
。

　

夏
の
イ
ベ
ン
ト
銭
形
ま
つ
り
が
、
７
月
１５
・
１６
・
１７
日
の
３
日
間
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
「
市
民
が
作
り　

市
民
が
楽
し
む　

市
民
の
た
め
の
ま
つ
り
」
に
ふ
さ
わ

し
い
手
作
り
の
ま
つ
り
を
楽
し
み
に
来
た
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
踊
っ
た
人
、

見
に
来
た
人
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
に
来
た
人
な
ど
を
カ
メ
ラ
で
追
っ
て
み
ま
し
た
。

第11回　銭形踊りコンテスト結果

姉妹都市アップルトン市訪問団の人たち

賑わった屋台村

あさりを掘って１００万円！！駆け抜けたよさこいの風

銭形の
とっつ
ぁんも

大活躍
！！

歌
っ
た

掘
っ
た

踊
っ
た
で
え

〜

歌
っ
た

掘
っ
た

踊
っ
た
で
え

〜

歌
っ
た

掘
っ
た

踊
っ
た
で
え

〜グランプリ

2　位

3　位

純　信　連

スタジオみきパワフルキッズ

スタジオトゥルー連



　

定
員
適
正
化
の
問
題
で
、
た

だ
今
、
国
家
公
務
員
が
１０
年
間

に
2
割
と
か
、
5
年
で
5
％
削

減
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
市
で
は
ど
の
よ
う
な
適

正
化
計
画
を
も
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
こ
と
し
か
ら
始
ま
る
団

塊
世
代
の
大
量
退
職
者
に
対
す

る
新
規
職
員
採
用
計
画
に
つ
い

て
も
お
伺
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
行
政
改
革
大
綱
を
策

定
中
で
あ
り
、
こ
の
大
綱
に
基

づ
き
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定

す
る
予
定
で
す
。
こ
の
プ
ラ
ン

の
中
で
今
後
の
定
員
適
正
化
計

画
も
盛
り
込
む
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
規
職
員
採

用
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
後
10

年
間
に
大
量
の
退
職
者
が
見
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

１８
年
度
に
は
職
員
採
用
試
験
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

平
成
１９
年
度
以
降
に
お
い
て
も
、

計
画
的
な
新
規
職
員
採
用
計
画

を
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

市
役
所
本
庁
と
各
支
所
間
は

地
理
的
に
離
れ
て
お
り
、
こ
の

窓
口
シ
ス
テ
ム
の
最
大
の
特
徴

は
、
テ
レ
ビ
会
議
端
末
を
本
庁

と
大
野
原
、
豊
浜
、
伊
吹
の
各

支
所
に
設
置
し
、
端
末
機
を
通

じ
て
市
民
と
職
員
が
お
互
い
の

顔
を
見
な
が
ら
会
話
で
き
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。
顔
を
写
す
端

末
機
と
は
別
に
「
書
画
カ
メ
ラ
」

を
設
置
し
、
こ
の
カ
メ
ラ
に
免

許
証
な
ど
を
写
す
こ
と
で
本
人

確
認
が
で
き
る
機
能
を
持
た
す

こ
と
も
で
き
ま
す
。
市
民
は
本

庁
か
各
支
所
の
窓
口
端
末
で
必

要
な
課
を
呼
び
出
し
、
職
員
と

直
接
相
談
が
で
き
ま
す
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
べ
き
と
思

い
ま
す
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

庁
舎
間
テ
レ
ビ
相
談
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
年
度

内
で
の
導
入
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
本

庁
担
当
課
の
選
定
の
シ
ス
テ
ム

や
相
談
者
の
本
人
確
認
の
仕
組

み
、
加
え
て
相
談
内
容
を
守
秘

す
る
た
め
の
相
談
場
所
の
整
備

な
ど
の
問
題
点
を
含
ん
で
お
り

ま
す
。
今
後
、
支
所
の
窓
口
や

本
庁
各
課
間
で
問
題
の
解
決
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
伊
吹
支
所
に
つ
い

て
は
、
通
信
回
線
の
容
量
が
十

分
で
な
く
現
在
の
と
こ
ろ
不
可

能
で
す
。

　

最
近
、
悪
質
金
融
、
振
り
込

め
詐
欺
い
わ
ゆ
る
オ
レ
オ
レ
詐

欺
な
ど
の
事
件
が
多
発
し
、
大

き
な
被
害
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
手
口
も
巧
妙
・
悪
質
化
し

て
お
り
、
被
害
者
は
お
年
寄
り

や
家
庭
の
主
婦
な
ど
そ
の
範
囲

も
広
が
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で

も
、
平
成
１６
年
度
に
２
６
８
件
、

被
害
総
額
は
約
２
億
３
、５
０
０
万

円
。
こ
れ
ら
の
犯
罪
に
つ
い
て
、

市
内
に
も
被
害
が
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
市
は
被
害
防
止
対
策
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て

い
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　

観
音
寺
警
察
署
に
お
け
る
被

害
状
況
は
、
平
成
１６
年
度
に
１１

件
、
被
害
総
額
は
約
１
、８
５
０

万
円
、
平
成
１７
年
度
に
１３
件
、

約
１
、３
１
０
万
円
。
市
と
し
て

は
、
県
西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー
の

消
費
生
活
相
談
員
と
連
絡
を
と

り
な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
報
紙
に
啓
発
記
事
を

掲
載
す
る
ほ
か
、
消
費
者
団
体

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
各
地
域

の
会
合
な
ど
で
啓
発
チ
ラ
シ
を

配
布
す
る
な
ど
し
て
被
害
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
1
日
も
早

く
と
待
ち
望
ん
で
い
る
、
市
の

幹
線
道
路
で
あ
る
県
道
黒
渕
本

大
線
の
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
は

最
終
段
階
に
入
っ
て
き
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
の
現
状
と

進
捗
状
況
、
ル
ー
ト
な
ら
び
に

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

　

本
路
線
は
、
サ
ニ
ー
マ
ー
ト

か
ら
観
音
寺
警
察
署
ま
で
の
区

間
を
対
象
に
整
備
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
一
部
区
間
に
お
い
て
未

整
備
が
数
カ
所
あ
る
た
め
、
車

●
に
つ
い
て
は
、
質
問
と
答
弁
の

　

内
容
を
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

　

い
ま
す
。

●

平
成
17
年
度
の
決
算
の
状
況

　

に
つ
い
て

●
職
員
の
定
員
適
正
化
等
に
つ

　

い
て

●
テ
レ
ビ
相
談
シ
ス
テ
ム
に
つ

　

い
て

●

職
員
の
能
力
開
発
に
つ
い
て

●

財
政
分
析
に
よ
る
財
政
計
画

　

に
つ
い
て

●

例
規
集
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

掲
載
に
つ
い
て

●

収
納
委
託
に
よ
る
公
金
代
行

　

収
納
の
実
施
に
つ
い
て

●

遊
休
農
地
に
つ
い
て

●

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

　

に
つ
い
て

●
消
費
者
保
護
・
詐
欺
対
策
に

　

つ
い
て

●

ニ
ー
ト
対
策
に
つ
い
て

●
県
道
黒
渕
本
大
線
に
つ
い
て

●
外
国
人
登
録
者
数
に
つ
い
て

●

廃
家
電
製
品
の
不
法
投
棄
防

　

止
対
策
に
つ
い
て

●
斎
場
建
設
に
つ
い
て

●
幼
児
・
児
童
虐
待
防
止
に
つ

　

い
て

●

成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ

　

い
て

●
中
部
中
学
校
の
全
面
改
築
に

　

つ
い
て

●

１
％
支
援
制
度
の
導
入
に
つ

　

い
て

●

公
共
物
の
指
定
管
理
者
制
度

　

に
つ
い
て

●
入
札
制
度
に
つ
い
て

●
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

●

小
学
校
の
英
語
教
育
に
つ
い

　

て

●

食
育
推
進
に
つ
い
て

●
財
政
に
つ
い
て

●

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

●

食
育
推
進
計
画
に
つ
い
て

●

伊
吹
島
の
交
通
に
つ
い
て

●

公
営
住
宅
に
つ
い
て

●

公
園
等
の
遊
具
の
点
検
整
備

　

に
つ
い
て

●

有
害
鳥
獣
の
駆
除
対
策
に
つ

　

い
て

●
児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

●

高
齢
者
の
住
宅
改
修
に
つ
い

　

て

●

観
音
寺
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル

　

休
止
に
つ
い
て

●

合
併
に
伴
う
市
民
へ
の
影
響

　

に
つ
い
て

●

職
員
に
よ
る
業
務
提
案
制
度

　

に
つ
い
て

●
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

●
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

　

へ
の
対
応
に
つ
い
て

●

森
林
に
対
す
る
景
観
整
備
保

　

全
に
つ
い
て

●

巡
回
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

●

障
害
者
自
立
支
援
法
の
実
施

　

に
つ
い
て

●

教
育
基
本
法
の
改
正
に
つ
い
て

●

地
震
対
策
に
つ
い
て

●

公
営
住
宅
施
策
に
つ
い
て

●

農
業
政
策
に
つ
い
て

●
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

平
成
１８
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
原
案
可
決

政
新
ク
ラ
ブ

新
政
ク
ラ
ブ

政
新
ク
ラ
ブ

一

般

質

問

項

目

（
各
会
派
・
党
別
）

職
員
の
定
員
適
正
化
等
に
つ
い
て

消
費
者
保
護
・
詐
欺
対
策
に

つ
い
て

県
道
黒
渕
本
大
線
に
つ
い
て

テ
レ
ビ
相
談
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

質
問

6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

６月定例会の主な内容

今定例会において次のとおり委員の推薦に

同意しました。

○人権擁護委員の候補者の推薦について

久保田富子 氏（６６歳）　柞田町

　畑須美子 氏（６５歳）　豊浜町

１２日招集・会期１７日間

　平成１８年第２回定例会が６月１２日招

集され、上程された２６議案の提案理由の説

明がありました。

　１４日・１５日の２日間、各会派・党の

４６項目にわたる一般質問が行われ、市当

局の考え方をただしました。人事案件を即

決し、２５議案を総務・建設経済・文教民生

の各常任委員会にそれぞれ付託しました。

　１９日は各常任委員会を開催し、慎重に

議案など審査を行ないました。

　最終日の２３日、各常任委員会の委員長

から議案・請願陳情の審査結果の報告があ

り、質疑・討論が活発に行われました。そ

の結果については「審議した議案等とその

結果」の欄のとおりです。また、１議案が

追加提出され、原案に同意しました。請願

陳情４件は継続審査となり、継続中の議員

提出の条例案１件・決議１件は否決し、「市

議会議員の政治倫理確立に関する決議」を

原案のとおり可決しました。

公
　
明
　
党

日
本
共
産
党

社
会
民
主
党

と

質

答 弁

問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

し
ん
ち
ょ
く
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両
を
始
め
自
転
車
・
歩
行
者
に

不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
県
に
対
し
早
期

整
備
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
県
は
用
地
・
補
償
交

渉
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
地
権

者
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。
な
お
、
進
捗

率
は
5
月
末
で
９９
％
で
す
。
警

察
署
以
西
の
延
伸
に
つ
い
て
は
、

警
察
署
か
ら
県
道
粟
井
観
音
寺

線
ま
で
の
区
間
で
、
現
道
を
拡

幅
し
歩
道
整
備
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
平
成
１７
年
度
に
中
心
線

測
量
が
行
わ
れ
、
今
年
度
は
設

計
な
ど
を
実
施
、
平
成
１９
年
度

の
事
業
化
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

外
国
人
の
登
録
者
数
が
年
々

増
加
を
し
て
い
ま
す
。
留
学
目

的
な
ど
の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
各
企
業
が
労
働
力

と
し
て
期
待
し
て
い
る
こ
と
が

背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

四
国
地
方
は
、
中
小
企
業
が
外

国
か
ら
の
研
修
、
実
習
生
の
受

け
入
れ
に
積
極
的
で
、
徳
島
県

は
平
成
１６
年
度
の
登
録
外
国
人

の
増
加
率
が
全
国
一
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
市
の
外
国
人

登
録
者
数
と
国
籍
別
、
ま
た
、

外
国
人
と
の
事
務
連
絡
や
指
導

体
制
な
ど
に
つ
い
て
も
お
伺
い

し
ま
す
。

　

平
成
１８
年
５
月
末
現
在
の
登

録
者
数
は
５
１
３
人
で
、
そ
の

内
、
男
性
１
０
１
人
、
女
性
４

１
２
人
で
す
。
ま
た
、
国
籍
別

内
訳
と
し
て
は
中
国
３
２
２
人
、

韓
国
朝
鮮
５３
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

４６
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
３１
人
、

ブ
ラ
ジ
ル
２４
人
、
ア
メ
リ
カ
１５

人
、
そ
の
ほ
か
９
カ
国
２２
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
事
務
連
絡
や

指
導
体
制
に
つ
い
て
は
、
観
音

寺
警
察
署
・
高
瀬
警
察
署
に
事

務
局
を
配
置
し
、
外
国
人
を
受

け
入
れ
て
い
る
事
業
所
・
警
察
・

香
川
県
・
観
音
寺
市
な
ど
を
会

員
と
す
る
「
三
豊
・
観
音
寺
国

際
交
流
協
議
会
」
を
組
織
し
て

い
ま
す
。

　

大
野
原
町
丸
井
地
区
に
お
い

て
、
新
し
い
施
設
の
建
設
に
向

け
て
努
力
さ
れ
て
い
る
と
存
じ

ま
す
が
、
現
在
の
事
業
の
進
捗

状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

　

斎
場
建
設
は
早
期
着
工
が
強

く
望
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

に
鋭
意
建
設
予
定
地
の
用
地
交

渉
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
大
変
交
渉
が
難
行
し
、

若
干
工
程
が
遅
れ
ま
し
た
が
関

係
者
の
人
々
の
ご
協
力
を
賜
り
、

地
権
者
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
、
造
成
工
事
の
早
期
着
工
に

向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
と
し
2
月
に
高
松
市
で
児

童
が
母
親
か
ら
十
分
な
食
事
を

与
え
ら
れ
ず
に
死
亡
す
る
な
ど
、

全
国
で
虐
待
事
件
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
改
正
さ
れ
た
児
童
虐

待
防
止
法
は
、
通
告
義
務
の
対

象
が
「
虐
待
を
発
見
し
た
場
合
」

か
ら
「
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ

れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
場
合
」

に
拡
大
さ
れ
て
お
り
、
幼
児
・

児
童
虐
待
は
早
期
発
見
で
、
未

然
に
悲
惨
な
事
態
を
防
止
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

市
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て

い
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

　

県
内
に
お
け
る
昨
年
の
児
童

虐
待
相
談
件
数
は
、
４
０
０
件

で
あ
り
、
前
年
度
の
３
１
７
件

に
比
べ
２６
%
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
一
昨
年
度
の
虐
待
処

理
件
数
は
、
延
べ
１７
件
、
前
年

度
は
延
べ
９
件
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
と
し
も
児
童
相
談

所
や
地
域
住
民
、
関
係
機
関
と

も
連
携
し
、
社
会
全
体
で
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

中
部
中
学
校
区
の
皆
さ
ま
、

待
望
の
校
舎
の
建
て
替
え
が
い

よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ
で

提
案
で
す
が
、
伝
統
あ
る
中
部

中
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
校
舎
は

も
ち
ろ
ん
、
防
災
対
策
の
充
実

強
化
を
図
る
た
め
、
最
新
工
法

の
耐
震
プ
ラ
ス
制
震
シ
ス
テ
ム

を
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
ま
た
、
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
避

難
所
と
な
る
た
め
運
動
場
の
地

下
に
は
水
道
水
用
の
貯
水
タ
ン

ク
を
設
置
し
、
常
に
飲
み
水
を

確
保
し
、
市
の
地
震
防
災
活
動

の
拠
点
に
と
思
い
ま
す
が
お
伺

い
し
ま
す
。

　

最
新
工
法
を
取
り
入
れ
た
耐

震
シ
ス
テ
ム
の
学
校
を
建
設
し

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
全
体
の

予
算
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、

予
算
内
で
最
大
の
効
果
が
あ
る

も
の
を
取
り
入
れ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
飲
料
水
確

保
の
た
め
の
貯
水
タ
ン
ク
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
協
議
・

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

「
予
定
価
格
公
表
制
度
」
は
、

施
工
の
品
質
や
ダ
ン
ピ
ン
グ
防

止
策
と
し
て
、
導
入
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
時
間
の

経
過
と
と
も
に
も
く
ろ
み
が
裏

腹
と
な
り
、
高
落
札
率
に
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
か
と
思
い
ま

す
。
平
成
１７
年
度
公
共
工
事
に

つ
い
て
、
合
併
前
と
合
併
後
の

平
均
落
札
率
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

こ
と
し
の
４
月
、
四
国
地
方

整
備
局
は
指
名
競
争
入
札
を
原

則
廃
止
と
発
表
、
５
月
に
は
県

も
総
合
評
価
方
式
を
試
行
す
る

と
発
表
し
ま
し
た
。
本
市
の
考

え
方
と
各
種
業
務
委
託
の
随
意

契
約
の
実
情
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

合
併
前
の
旧
観
音
寺
市
の
平

均
落
札
率
は
、
９
７
・
１
８
％
。

予
定
価
格
の
事
前
公
表
に
つ
い

て
は
、
入
札
の
透
明
性
の
確
保

の
観
点
か
ら
こ
れ
ま
で
ど
お
り

行
い
ま
す
。　

　

指
名
業
者
名
の
事
後
公
表
・

公
募
型
指
名
競
争
入
札
の
導
入

の
検
討
・
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
な
ど
ほ
か
の
入
札
方
式
な

ど
は
、
さ
ら
に
調
査
研
究
を
進

め
ま
す
。
随
意
契
約
に
際
し
て

は
、
２
人
以
上
か
ら
見
積
り
を

徴
し
、
予
定
価
格
と
対
照
し
、

契
約
価
格
の
適
否
を
検
討
し
、

適
切
に
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
議
会
に
お
い
て
、
１０
月

を
め
ど
に
新
市
全
域
を
路
線
と

す
る
巡
回
バ
ス
の
路
線
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
３
コ
ー
ス
・
６

便
は
旧
市
町
の
一
体
感
を
醸
成

す
る
た
め
見
直
し
に
取
り
掛
か

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
交
通

弱
者
の
支
援
な
ど
公
平
性
を
求

め
、
不
公
平
感
の
な
い
よ
う
に

見
直
し
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

　

巡
回
バ
ス
の
目
的
は
、
市
民

の
公
共
交
通
の
目
的
を
図
り
、

公
共
の
福
祉
を
確
保
し
よ
う
と

運
行
す
る
も
の
で
す
。
事
業
の

形
態
と
し
て
は
、
道
路
運
送
法

第
８０
条
に
よ
る
自
家
用
自
動
車

有
償
運
行
事
業
と
考
え
て
い
ま

す
。
運
行
コ
ー
ス
も
大
幅
な
見

直
し
を
行
い
、
観
音
寺
コ
ー
ス

は
ル
ー
プ
型
、
大
野
原
・
豊
浜

コ
ー
ス
は
シ
ャ
ト
ル
型
に
変
更

し
ま
す
。
市
民
皆
さ
ま
の
よ
り

生
活
に
適
応
し
た
利
便
性
の
あ

る
市
内
全
域
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た

コ
ー
ス
設
定
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

合
併
し
て
か
ら
の
１０
年
は
、

国
や
県
の
行
革
や
市
職
員
の
大

量
退
職
な
ど
の
大
き
な
変
化
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
こ
そ
１０
年
後
を
見
据
え
て
長

期
の
財
政
計
画
を
立
て
万
全
を

期
す
べ
き
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が

お
伺
い
し
ま
す
。

　

市
長
に
就
任
し
た
１０
年
前
に

将
来
を
見
据
え
た
財
政
計
画
を

立
て
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
国
や
県
お
よ
び
環
境
の
変

化
に
よ
っ
て
、
こ
と
ご
と
く
予

想
外
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
長
期
を
見
据

え
な
が
ら
一
年
ご
と
に
状
況
を

分
析
し
な
が
ら
一
歩
ず
つ
着
実

な
前
進
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
拡
充
に
伴
う
支
給
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

ま
ず
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
の

チ
ラ
シ
を
保
育
所
・
幼
稚
園
・

小
学
校
を
通
じ
て
保
護
者
へ
配

布
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
手
続

き
が
必
要
と
思
わ
れ
る
１
、３
０

０
人
へ
個
別
通
知
を
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
新
規
認
定
５
７
１

人
、
額
改
定
５
１
４
人
、
認
定

却
下
４１
人
で
し
た
。
支
給
は
、

こ
の
６
月
に
行
い
ま
し
た
。
今

後
は
広
報
な
ど
で
周
知
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

９
月
末
日
ま
で
に
手
続
き
を
済

ま
せ
ば
４
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
と
し
は
、
３
年
ご
と
の
固

定
資
産
税
評
価
替
え
の
年
に
当

た
り
ま
す
。
評
価
を
見
直
す
こ

と
に
つ
い
て
高
圧
線
下
の
地
価

の
現
状
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

　

土
地
・
家
屋
と
も
に
評
価
額

を
見
直
し
た
う
え
で
課
税
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
旧
観
音
寺
市

全
域
は
す
で
に
高
圧
線
下
補
正

を
適
用
し
て
い
ま
す
。
旧
大
野

原
・
豊
浜
町
に
つ
い
て
は
、
土

地
に
高
圧
線
下
部
分
が
ど
の
程

度
占
め
て
い
る
の
か
な
ど
の
調

査
を
し
て
い
ま
す
。
調
査
が
終

了
し
だ
い
適
用
し
て
い
き
ま
す
。

6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

市
議
会
だ
よ
り

6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

質
問
外
国
人
登
録
者
数
に
つ
い
て

質
問
斎
場
建
設
に
つ
い
て

質
問
財
政
に
つ
い
て

質
問
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

質
問

児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

質
問

巡
回
バ
ス
に
つ
い
て

質
問

幼
児
・
児
童
虐
待
防
止
に

つ
い
て

入
札
制
度
に
つ
い
て

質
問

質
問

中
部
中
学
校
の
全
面
改
築
に

つ
い
て

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

新
政
ク
ラ
ブ

公
 
明
 
党

日
本
共
産
党

中部中学校　校舎

し
ん
ち
ょ
く
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6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

6
月
定
例
会
の
主
な
内
容

市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果

一
般
質
問

　

年
々
農
業
所
得
が
減
少
し
て

い
る
中
で
、
政
府
は
こ
れ
ま
で

の
農
業
政
策
を
転
換
し
て
、
米

・
麦
・
大
豆
な
ど
の
五
品
目
に

あ
る
現
行
の
価
格
保
障
対
策
を

廃
止
し
、
一
定
規
模
（
耕
作
面

積
が
２
町
６
反
、
1
集
落
で
２０

町
以
上
の
集
落
営
農
組
織
）
以

上
の
農
家
や
組
織
に
限
定
し
て

助
成
金
を
支
払
う
対
策
を
２
０

０
７
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

麦
に
つ
い
て
は
、
こ
と
し
の

秋
ま
き
か
ら
対
象
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
本
市
の
取
り
組
み

状
況
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
農
業
協
同
組
合
・
西

讃
農
業
改
良
セ
ン
タ
ー
・
農
業

委
員
会
な
ど
関
係
機
関
で
構
成

す
る
「
観
音
寺
市
地
域
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
」
に
お

い
て
推
進
・
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
大
幅
改
正
さ
れ
、
お

年
寄
り
・
介
護
を
必
要
と
す
る

人
に
と
っ
て
、
住
み
よ
い
町
と

す
る
た
め
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

①
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制

　

は
現
在
４
人
の
直
営
の
ケ
ア

　

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
。
要
支
援
１
・

　

２
の
人
へ
の
対
応
が
不
十
分

　

と
な
ら
な
い
か
。

②
施
設
利
用
者
の
居
住
費
・
食

　

費
（
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
）
が
保

　

険
外
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る

　

退
所
な
ど
の
実
態
は
。

③
福
祉
用
具
購
入
・
住
宅
改
修

　

費
用
給
付
の
後
払
い
方
式
に

　

つ
い
て
、
当
初
か
ら
一
割
負

　

担
の
み
の
支
払
い
で
サ
ー
ビ

　

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
国
に

　

制
度
改
正
を
求
め
て
い
く
こ

　

と
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

①
現
在
最
少
限
の
ス
タ
ッ
フ
で

　

ス
タ
ー
ト
。
利
用
者
が
徐
々

　

に
確
定
し
て
い
く
中
で
サ
ー

　

ビ
ス
を
提
供
し
な
が
ら
、
適

　

時
適
切
に
セ
ン
タ
ー
の
増
設

　

や
職
員
の
増
員
を
図
り
た
い
。

②
低
所
得
者
の
施
設
利
用
が
困

　

難
と
な
ら
な
い
よ
う
自
己
負

　

担
限
度
額
を
設
け
て
い
る
こ

　

と
な
ど
か
ら
、
現
在
の
と
こ

　

ろ
施
設
退
所
者
の
事
例
は
な

　

い
。

③
適
正
な
措
置
を
確
認
す
る
必

　

要
も
あ
り
、
償
還
払
い
と
な

　

っ
て
い
る
。

市議会議員の政治倫理
　　　　　確立に関する決議

　私たち観音寺市議会議員は、主権者である市

民から厳粛な権能を信託された代表として、名

誉と責任をもって政治活動を行い、より高い自

覚のもと政治倫理確立のため、以下決議する。

　　　　　　　　　　記

１、市民の信託に応えるため、より高い倫理意

　識に徹し、公共事業の請負契約、物品購入及

　び業務委託契約の営業等に介入しない。

　公正で清廉な政治姿勢の向上に努める。

２、市民全体の福祉の向上を目指して行動する

　ことを本旨とし、地方自治法第92条の２を

　遵守し、特定の利益のために公共の利益を損

　なうことのないよう努める。

　　平成18年６月23日

　　　　　　　　　　　　香川県観音寺市議会

　市議会の会議録は、図書館で閲覧することがで

き、また観音寺市のホームページで見ることもで

きます。会議録には質疑や質問・答弁の内容がそ

のまま載っています。（６月定例会の会議録は９月

中旬ごろ完成予定。現在は３月定例会まで掲載）

① 観音寺市ホームページを開く

②「市議会」から「会議録」を開く

③「会議録検索システム」を開く

④ 項目を選んで検索

審 議 し た 議 案 等 と そ の 結 果

承　　認

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

原案可決

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

同　　意

原案可決

同　　意

原案可決

〃

〃

継続審査

　

〃

〃

原案否決

〃

原案可決

※市長提出議案

専決処分の承認について（観音寺市税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認について（観音寺市都市計画税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認について（観音寺市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認について（平成１７年度観音寺市一般会計補正予算（第２号））

専決処分の承認について（平成１８年度観音寺市一般会計補正予算（第２号））

専決処分の承認について（平成１８年度観音寺市競輪事業特別会計補正予算（第１号））

専決処分の承認について（平成１８年度観音寺市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号））

専決処分の承認について（平成１８年度観音寺市産業団地造成事業特別会計補正予算（第１号））

観音寺市情報の安全処理に関する条例の一部改正について

観音寺市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について

観音寺市職員の看護休職に関する条例の一部改正について

観音寺市職員の退職手当に関する条例の一部改正について

観音寺市税条例の一部改正について

観音寺市市民医療費助成条例の一部改正について

観音寺市国民健康保険税条例の一部改正について

観音寺市立幼稚園保育料徴収条例の一部改正について

観音寺市立豊浜体育館条例及び観音寺市立豊浜体育館使用料条例の廃止について

観音寺市豊浜トレーニングセンター条例の一部改正について

観音寺市水道事業給水条例の一部改正について

観音寺市田野々地区簡易水道条例の一部改正について

人権擁護委員の候補者の推薦について

市の行う土地改良事業の施行について

財産の譲与について

指定管理者の指定について（有木営農飲雑用水施設）

香川県三豊市・観音寺市学校組合規約の一部変更について

平成１８年度観音寺市一般会計補正予算（第３号）

※請願・陳情

市営施設の料金体系による民間銭湯への経営圧迫についての陳情書

出資法の上限金利の引き下げ等、「出資の受入れ、預り金及び金利等の取締りに関する法律」及び

「貸金業の規制等に関する法律」の改正を求める請願書

「違法伐採問題への取り組み強化を求める意見書」の採択を求める陳情

品目横断的経営安定対策に関わる意見書の提出を求める陳情

※議員提出議案

市議会議員の政治倫理に関する条例案

市議会議員の政治倫理に関する決議

市議会議員の政治倫理確立に関する決議

議　　　　案　　　　名 審議結果

平成１８年第３回観音寺市議会定例会は９月の予定です。本会議はどなたでも傍聴できます。

〒
７
６
８
│

８
６
０
１

観
音
寺
市
坂
本
町
一
丁
目
１
番
１
号

☎
２３
│

３
９
１
３
　
　
２３
│

３
９
１
４

委

員

長
　
　
大
　
平
　
直
　
昭

副
委
員
長
　
　
井
　
上
　
浩
　
司

委
　
　
員
　
　
佐
　
伯
　
芳
　
信

　

〃
　
　
　
　
黒
　
川
　
健
太
郎

　

〃
　
　
　
　
津
　
田
　
泰
　
男

　

〃
　
　
　
　
安
　
藤
　
忠
　
明

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

市
議
会
だ
よ
り

質
問

品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
へ
の
対
応
に
つ
い
て

答
弁

答
弁

質
問
介
護
保
険
に
つ
い
て

社
会
民
主
党

本会議の詳しい内容は・・・

インターネットでの検索・閲覧の手順

議 会 の 窓

決　議

　決議とは、議会としての意思を決定し、

それを対外的に表明するものです。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で

は
、
よ
り
読
み
や
す
い
議
会
だ

よ
り
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〃

用語解説

F
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死亡事故ストップ！ 生涯勉強

熱い指導に熱い視線！！

　県下一斉街頭大キャンペーンが市役所前で行われ

ました。このキャンペーンに賛同した約１５０人が、

道路の両端２００メートル余りに並び、通学や通勤

途中の人たちに事故の恐さや交通ルールを守る大切

さをPR。参加者は、手に交通安全を呼びかける登

りや看板などを持ち、交通事故ゼロのまちを目指す

という強い意思で立っていました。

　ことしの観光大使が、白川市長を表敬訪問しました。第

２４代目の観光大使に任命されたのは、横山亜左三さん（写

真左）と小笠原美智子さん（同右）の２人。「１年間いろい

ろな行事があって大変だとは思いますが、頑張ってくださ

い」という白川市長の激励の言葉に、「観音寺市の良いとこ

ろを内外にアピールして、多くの人に知ってもらえるよう

にしたいです」と決意を述べていました。

　郷土文化大学７月学習会が市民会館中ホールで

あり、受講生は、裁判員制度について勉強しまし

た。法律の専門家の判断だけでなく、一般の意見

を取り入れ判決に反映させるという裁判員制度。

分かりやすい説明と「自信を持って制度に参加し

てください」という講師の先生の激励に「ことば

自体は、よく耳にするようになったが、自分のこ

とに置き換えて理解できなかった。説明を聞き、

今はできるだけ協力していきたい気持ちです」と

受講者が話していました。

１
５

かんおんじ観光大使が決まりました７
４

７
５

初体験にドキドキ ７月は社会を明るくする運動月間
　ことしで３０回目を迎える洋上学習の出発式が、伊

吹漁協魚市場前で行われました。初日は、大野原小学

校の８１人が伊吹島へ。今まで島に渡ったことがない

子どもたちも多く、初めての伊吹島に小さな胸は、大

きく膨らんでいました。今か今かと出発を待ちあぐね、

いざ船が岸壁を離れると、送りに来た白川市長らに、

あふれんばかりの笑顔で大きく手を振っていました。

子どもたちは、民族資料館の学習や、煮干し工場の見

学などをして帰りました。

　保護司会と更生保護女性会の皆さんが市長に法務

大臣と県知事からの「社会を明るくする運動」のメ

ッセージを伝達し、その後、広報車で地域の人たち

に訴えかけました。犯罪や非行が生まれるのも、犯

罪や非行をした人が戻ってくるのも地域社会。この

運動に参加することが地域の絆を取り戻す切っ掛け

にもなります。「出来る限りわたしたちも努力してい

きたい」と観音寺地区保護司会の大塚代表が決意を

述べました。

７
５

７
３

6
１８

　豊浜総合体育館オープニング記念イベントとして、中田久

美さんのバレーボール教室とトークショーが開催されました。

中田さんの指導を受けたのは、市内の中学生バレーボール部

やスポーツ少年団などの部員ら約８０人。部員らは、一分一

秒でも惜しい様子でトスの仕方やスパイクの打ち方などの話

を、熱心に聞いていました。１時間半ほどの短い間でしたが、

中田さんの技術を少しでも吸収しようとする真剣な眼差しと

熱い思いが、アリーナ内にあふれていました。

色鮮やかな３,０００株のアジサイ
　アジサイ神社として親しまれている粟井神社で

第２０回あじさい祭りがありました。神社の境内

には、雨上がりとあって鮮やかさを増した赤や青

など色とりどりの花が参拝者や観光客らの目を楽

しませていました。大正琴の演奏会のほか、苗木

の販売、バザー、かんおんじ観光大使をモデルに

した撮影会なども開催。参道を彩るアジサイは、

昭和５９年から毎年、地元有志らが植え、草刈り、

せん定などの手入れを続けています。

6
１３

▲色鮮やかな花をカメラに収めていました

早く大きくなって6
１３

▲鋭い激が飛んでいました

1年間よろしくお願いします

▲メッセージを伝達する大塚代表

1415

お兄ちゃん抱っこ！
お姉ちゃんご本！

6
１２～１６

　観音寺中学校の生徒１４人（男子生徒８人・女子生徒６人）

が、観音寺幼稚園で職場体験学習をしました。今回は、女の

子より男の子が多く、中には「将来父親になるときのために」

という子も。最初は、素直に感情を表現する園児におっかな

びっくりだった中学生も週の半ばには慣れてきて一緒に遊ん

だり、本を読んであげたり。「小さな子が大好き」「こんな弟や

妹が欲しいな」と目を細めていました。

▲行ってきま～す

▲地道な草の根運動で事故のないまちへ

熱
の
入
っ
た
説
明
に
、

　
　
　
　

聞
き
入
る
受
講
者

▲

▲

　観音寺と伊吹漁

業協同組合員らが、

アカガイの稚貝約

６６,０００個を有明浜

などに放流しまし

た。ことしは、観

音寺漁協で体験学

習をしている市立

観音寺中学校２年

生の３人も参加。

組合員らは、有明

浜から約２キロメ

ートル沖合の海上

で稚貝を両手です

くいながら大事そ

うに海に放ってい

ました。これは育てる漁業を支援するため毎年放

流しているもので、２年半後には商品サイズにま

で成長するそうです。

▲カゴの中のアカガイをそっと放流

一緒に作るのって楽しいね！
▲

まなざ

きずな



豊浜太極拳クラブ

　

昔
は
よ
く
歌
を
口
ず
さ
ん
で

い
た
と
い
う
冨
田
忠
一
さ
ん

（
９２
歳
）
は
、
根
っ
か
ら
の
歌

好
き
。
演
歌
、
懐
メ
ロ
、
詩
吟

も
楽
し
ん
で
き
た
け
れ
ど
、
今

は
短
歌
が
大
好
き
と
い
う
。
新

聞
に
短
歌
を
投
稿
し
た
り
、
ほ

か
の
人
が
作
っ
た
短
歌
を
楽
し

ん
だ
り
。
い
つ
ま
で
も
若
々
し

い
冨
田
さ
ん
に
健
康
の
秘
け
つ

を
尋
ね
て
み
た
ら
「
変
わ
っ
た

こ
と
は
し
よ
ら
ん
よ
」
と
い
う

返
事
。
自
制
し
て
い
る
わ
け
で

も
な
く
、
我
慢
し
て
い
る
わ
け

で
も
な
い
。
ゆ
っ
く
り
と
流
れ

る
時
の
中
で
「
自
然
の
ま
ま
生

き
る
」
こ
れ
が
健
康
の
極
意
！

最
後
に
、
季
節
の
花
や
景
色
の

移
り
変
わ
り
を
眺
め
な
が
ら
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
・
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

を
実
践
し
て
い
る
冨
田
さ
ん
の

お
気
に
入
り
の
歌
を
一
つ
。「
老

い
て
な
を　

愛
着
の
念
捨
て
が

た
く　

休
耕
田
に
き
て
は
草
を

刈
る
」

い
つ
ま
で
も
現
役

冨
田
　
忠
一
さ
ん
（
柞
田
町
）

み ん な の 輪

こんにちは
平成17年8月生まれ

森 實 乙 叶

こんにちはこんにちは

f" gZR!!

ちゃん

おと　　か あき　　と

み　　つき

父 峻右さん　母 雅美さん

（豊浜町和田浜）

元気いっぱい、心の優
しい女の子になってネ。

にこにこ元気に
大きくなってね♥

健やかに爽やかに育っ
てネ！お兄ちゃんと仲
良く遊んでね。

石 村 爽 人ちゃん

喜 多 美 月ちゃん

　あなたの家のアイドルの写真を掲載し

ませんか？広報かんおんじでは、満１歳

の誕生月のお子さんを募集しています。

応募締切は誕生月の前々月の末日まで

（例：１０月号だと８月末日）で、応募

多数の場合は先着順になります。ご応募

をお待ちしています。

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

両親からの
メッセージ

父 康司さん　母 晃子さん

（豊浜町姫浜）

父 正明さん　母 妙子さん

（大野原町萩原）

募集しています！！

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

1617

thinking time

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
１７
年
度

人
権
作
品
優
秀
賞

常
磐
小
６
年

岡
田　

祐
季
さ
ん

紀
伊
小
５
年

齋
藤　

隆
太
さ
ん

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

（
人
権
シ
リ
ー
ズ
２
）

女

性

の

人

権

　

江
戸
、
明
治
、
大
正
時
代
と

日
本
の
女
性
は
、
政
治
的
に
も

社
会
的
に
も
、
極
め
て
低
い
地

位
に
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
後
、
憲
法
２４
条
で
「
家
庭

生
活
に
お
け
る
個
人
の
尊
厳
と

両
性
の
平
等
」
が
保
障
さ
れ
、

婦
人
参
政
権
の
獲
得
や
民
法
の

改
正
な
ど
に
よ
り
、
女
性
の
地

位
は
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」

や
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

が
成
立
し
て
法
の
制
度
は
整
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
常

生
活
で
は
、
ま
だ
ま
だ
女
性
の

人
権
が
守
ら
れ
て
い
る
と
は
い

え
ま
せ
ん
。「
女
の
く
せ
に
･
･
･
」

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」「
職

場
で
の
お
茶
く
み
は
女
の
仕
事
」

な
ど
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
女
性
が
相

撲
の
土
俵
に
上
が
る
の
を
認
め

な
い
と
か
、
ト
ン
ネ
ル
の
中
に

女
性
が
入
る
と
神
様
が
怒
っ
て

事
故
が
起
き
る
と
い
う
迷
信
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
セ

ク
ハ
ラ
や
性
犯
罪
、
家
庭
内
暴

力
な
ど
女
性
の
人
権
が
侵
害
さ

れ
て
い
る
場
合
が
数
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
の
原
因
は
、

科
学
的
根
拠
の
な
い
迷
信
だ
っ

た
り
、
昔
な
が
ら
の
固
定
的
な

役
割
分
担
意
識
だ
っ
た
り
し
ま

す
。
男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊

重
し
な
が
ら
、
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
生
か
せ
る
社
会
を

つ
く
り
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

自分の可能性に
　　　　　チャレンジ！

企画課男女共同参画推進室　☎23-3917

　

女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
だ

と
い
わ
れ
る
今
で
も
、
働
く
女

性
の
約
７
割
は
出
産
を
理
由
に

退
職
し
、
そ
の
中
の
多
く
が
、

仕
事
に
復
帰
で
き
ず
に
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
、
　

だ
れ
も
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
と
き
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
社
会　

に
向
け
て

少
し
ず
つ
動
き
始
め
て
い
ま
す
。

国
は
、
昨
年
12
月
に
「
女
性
の

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
女
性
の
再
就
職
や

起
業
な
ど
総
合
的
な
支
援
を
進

め
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
考

え
る
人
を
応
援
す
る
支
援
情
報

や
事
例
を
紹
介
し
た
サ
イ
ト
も

開
設
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
情

報
は
、
今
後
順
次
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。

　

人
は
自
分
の
可
能
性
を
発
揮

で
き
る
場
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

生
き
生
き
と
輝
け
る
の
で
す
。

あ
な
た
も
、
自
分
の
可
能
性
に

向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
が
社
会
を
変
え
る
大

き
な
力
に
な
る
の
で
す
。

男女共同参画
　平成３年９月から１５年間続い

ている豊浜太極拳クラブは、会

員２６人が山西久仁子先生の指導

のもと、豊浜中央公民館で毎週

木曜日の午後１時３０分から午後

４時まで活動しています。

　太極拳は自分の身一つあれば

どこででもでき、体だけでなく、

心も一緒にリラックス！！終わ

った後のスッキリ感がたまらな

いとか。「一番感じたことは、身

長が縮んでないこと。腰も痛く

ないし、内臓が元気になるから

健康よ！」「見るのとするのとで

は大違い。大変奥行きがあって

難しいけれど、体を動かした後

の爽快感は病みつき！ぜひ一緒

に太極拳をやりましょう！」と

皆さん口をそろえておっしゃい

ます。年齢・性別は関係なし。

気楽な気持ち

で一度体験し

てみませんか

？興味のある

人は、代表の

合田眞喜子さ

ん（☎５２－２

６７８）まで。

〟

〟

技術を生かして

働きたい
キャリア

アップしたい

起業したい

再就職したい

ふう　　か

楓夏大好き！！

冨 永 楓 夏 ちゃん

両親からの
メッセージ

父 栄一さん　母 初子さん

（観音寺町）

さわ

そうかいかん



市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問

時所内時所内

＝問合先

時所内問時数受申

時

時所内

所数料受申

問

時所講内主

　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
２３
ー

３
９
４
４

作
品
展

　

８
月
４
日
（
金
）
〜
６
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

＊
６
日
は
午
後
４
時
ま
で

　

中
央
公
民
館
／
共
同
福
祉
施

　

設
／
働
く
婦
人
の
家
／
中
央

　

図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル

　

皮
革
工
芸
／
油
絵
／
ト
ー
ル

　

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
／
初
心
者

　

書
道
／
て
ん
こ
く
／
ア
ー
ト

　

フ
ラ
ワ
ー
／
押
し
花
／
か
な

　

書
道
／
ち
ぎ
り
絵
／
陶
芸

合
同
芸
能
発
表
会�

　

８
月
６
日
（
日
）
／
午
後
１
時

　

〜
午
後
４
時

　

共
同
福
祉
施
設
軽
運
動
室
Ｂ

　

や
さ
し
い
マ
ナ
ー
／
い
き
い

　

き
コ
ー
ラ
ス
／
マ
ジ
ッ
ク
／

　

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
／
民
謡
／
伝

　

統
太
極
拳
／
ピ
ア
ノ
教
室

　

財
団
法
人

自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
一
般

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
金
を

活
用
し
た
「

ヤ
マ
モ
モ
の

森
公
園
」
が
、
６
月
に
完
成
し

ま
し
た
。
こ
の
公
園
は
、
豊
浜

総
合
体
育
館
の
建
設
に
合
わ
せ

て
豊
浜
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会
が
整
備
。
今
後
は
地
域
住
民

の
交
流
や
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
拠
点
と
し
て
有
効
に
活
用
さ

れ
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
２

　

手
当
の
対
象
に
な
っ
て
い
る

人
は
、
支
給
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
毎
年
１
回
、
８
月
に
必
要

書
類
を
添
付
し
て
現
況
届
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
届
け
出
を
し
な
い
と
、

そ
の
年
の
８
月
以
降
の
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

受
給
資
格
の
継
続
に
必
要
な
手

続
き
な
の
で
、
必
ず
本
人
が
窓

口
ま
で
来
て
く
だ
さ
い
。
現
況

届
の
提
出
は
、
８
月
中
旬
の
予

定
で
、
受
給
者
に
は
８
月
初
旬

に
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当

　

母
子
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安

　

定
と
自
立
を
促
す
た
め
の
制

　

度
◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
や
精
神
に
一
定
以
上
の

　

障
害
が
あ
る
児
童
を
家
庭
で

　

み
て
い
る
場
合
に
受
給
で
き

　

る
制
度

支
給
日

　

１２
月
１１
日
（
８
月
〜
１１
月
分
）

　

４
月
１１
日
（
１２
月
〜
３
月
分
）

　

平
成
１９
年
８
月
11
日
（
４
月

　

〜
７
月
分
）

　

※
支
給
日
が
土
・
日
、
祝
日
の
場

　
　

合
は
前
日

　

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
２

　

４
月
１
日
か
ら
児
童
手
当
の

対
象
が
、
小
学
校
６
学
年
修
了

前
ま
で
の
児
童
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。（
旧
制
度
で
は
、
３

学
年
修
了
前
ま
で
）
ま
た
、
所

得
制
限
限
度
額
も
引
き
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
児
童
手
当
の
「
資
格
認

定
請
求
」
ま
た
は
「
額
改
定
請

求
」
を
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
９
月
末
日
ま
で
に
手
続
き

を
済
ま
せ
る
と
４
月
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
支
給
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
を
過
ぎ

る
と
手
続
き
を
し
た
翌
月
か
ら

の
支
給
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
、
毎
年
６
月
に
「
現

況
届
」
の
手
続
き
を
し
て
、
確

認
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
今
ま
で
受
給
資
格
が
あ
る

人
で
も
、
こ
の
届
け
出
を
し
て

い
な
い
と
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
、
ま
だ
済
ま

せ
て
い
な
い
人
は
早
く
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
小
学
校
５
年
生
と
６

年
生
だ
け
の
世
帯
な
ど
、
４
月

１
日
の
法
改
正
で
新
規
に
「
資

格
認
定
請
求
」
を
済
ま
せ
て
い

る
人
は
、
今
回
の
現
況
届
を
提

出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

土
地
改
良
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
２

　

国
土
交
通
省
が
実
施
す
る

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」

の
一
環
と
し
て
国
土
地
理
院
が

測
量
を
実
施
し
ま
す
。

　

１２
月
ま
で
（
予
定
）

　

市
内
の
人
口
集
中
区
域
内

　

測
量
作
業
（
基
準
点
の
設
置

　

と
街
区
の
角
な
ど
を
測
量
）

　

国
土
地
理
院
四
国
地
方
測
量

　

部
測
量
課

　

☎
０
８
７
―

８
６
１
―

９
０
１
３

　

秘
書
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
１
５

　

試
験
案
内
は
、
総
合
案
内
所

（
市
役
所
１
階
）
、
秘
書
課
（
３

階
）
、
各
支
所
庶
務
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

一
次
試
験
９
月
１７
日
（
日
）

　

一
般
事
務
７
人
／
建
築
、
土

　

木
、
社
会
福
祉
士
各
１
人

　

８
月
１５
日
（
火
）
ま
で

　

試
験
申
込
書
、
受
験
票
を
秘

　

書
課
に
直
接
持
参
、
ま
た
は

　

郵
送

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
４
３

　

緑
に
囲
ま
れ
た
観
音
寺
市
五

郷
地
区
で
バ
イ
オ
リ
ン
の
音
色

を
聴
き
ま
せ
ん
か
。

演
奏
者

　

ア
テ
フ
・
ハ
リ
ム
（
バ
イ
オ
リ

　

ン
）
／
平
沢
匡
朗
（
ピ
ア
ノ
）

　

／
森
明
美
（
司
会
）

演
奏
曲
（
予
定
）

　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト　

バ
イ
オ
リ

　

ン
ソ
ナ
タ
変
ロ
長
調
ｋ
４
５

　

４
ほ
か

　

９
月
４
日
（
月
）／
午
後
７
時
〜

　

旧
五
郷
小
学
校
体
育
館

　

３
０
０
人
／
先
着
順

　

無
料

　

８
月
１
日
（
火
）
〜
２５
日
（
金
） 

　

住
所
、
氏
名
と
チ
ケ
ッ
ト
の

　

希
望
枚
数
を
記
入
し
、
次
の

　

①
②
③
い
ず
れ
か
の
方
法
で

　

申
し
込
む
。

①
往
復
は
が
き

　

〒
７
６
８
―

８
６
０
１

　

観
音
寺
市
教
育
委
員
会
生
涯

　

学
習
課
あ
て
（
住
所
の
記
載

　

不
要
）

②
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

２３
―

３
９
６
５

③
Ｅ
メ
ー
ル

　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
３

　

こ
と
し
５
月
か
ら
始
ま
っ
た

「
こ
と
ひ
き
物
産
市
」
は
毎
月

大
好
評
。
皆
さ
ん
の
要
望
に
お

答
え
し
て
、
８
月
か
ら
月
２
回

に
増
や
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日
／

　

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
２
時

　

道
の
駅
「
こ
と
ひ
き
」

　

野
菜
・
観
音
寺
の
特
産
品
な

　

ど
の
販
売

　

土
地
改
良
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
２

　

８
月
２２
日
（
火
）
か
ら
２４
日

（
木
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
の
間
に
、
野
口
ダ
ム
と
財
田

川
周
辺
で
警
報
サ
イ
レ
ン
の
試

験
を
し
ま
す
。

　

警
報
サ
イ
レ
ン
は
、
野
口
ダ

ム
が
緊
急
放
流
す
る
場
合
、
河

川
の
中
の
人
に
知
ら
せ
る
た
め

の
も
の
。
今
回
、
音
の
伝
達
状

況
を
確
認
す
る
た
め
に
、
財
田

川
周
辺
で
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

ご
と
に
試
験
を
し
ま
す
。
市
内

で
の
予
定
地
は
、
江
藤
水
源
地

周
辺
で
す
。

　

こ
の
サ
イ
レ
ン
は
、
火
災
・

災
害
な
ど
の
異
常
事
態
を
知
ら

せ
る
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

県
西
讃
土
地
改
良
事
務
所

　

事
業
課　

☎
２５
―

２
８
１
７

　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２５
―

４
２
５
１

　

青
少
年
を
健
全
に
育
成
す
る

た
め
に
、
家
庭
や
地
域
の
大
人

た
ち
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ

て
い
け
ば
よ
い
か
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

　

８
月
１１
日
（
金
）
／
午
後
３
時

　

〜
午
後
４
時
３０
分

　

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

　

上
級
教
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　

松
田　

勝
氏

　

「
み
ん
な
と
と
も
に
」

　

青
少
年
育
成
観
音
寺
市
民
会
議

1819

平
成
１８
年
度
市
民
講
座

作
品
展
・
合
同
芸
能
発
表
会

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
に

伴
う
測
量
実
施

８
月
は
現
況
届
の
月

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

豊
浜
町
和
田
浜
地
区

ヤ
マ
モ
モ
の
森
公
園
が
完
成

手
続
き
は
済
み
ま
し
た
か
？

新
観
音
寺
市
合
併
記
念

　
　

も
り
の
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
日
が
増
え
ま
し
た

　
　
　

こ
と
ひ
き
物
産
市

野
口
ダ
ム
放
流
警
報
サ
イ
レ
ン

試
験
の
お
知
ら
せ

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

児
童
手
当

市
職
員
募
集

　大野原町田野々の豊稔池遊水公園。ここには、登録

有形文化財の豊稔池ダムがあります。

　小鳥のさえずりと中世ヨーロッパの古城を思わせる

石積み式マルチプルアーチダム、そして静かに流れ落

ちる水は、周囲の緑とともに訪れた人の心を和ませて

くれます。

　何かと忙

しい日々、

ひとときの

安らぎを求

めに行って

みませんか。

：

F

心 和 む
豊稔池遊水公園

公 園 だ よ り



不 動 産

のことなら…

HOYA遠近両用レンズ
特別御奉仕中

観音寺市柞田町黒渕（西日本放送アンテナ前）

！！

TEL25 3357

営業時間 定休日 水曜日AM10：00～PM7：30

市 役 所 か ら の お 知 ら せ
時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内

時

内対対問

所内数料受申

問

持

＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受

問

問

＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問

時料問

＝問合先

企業広告は随時募集しています。　 秘書課☎23－3915申

時料問

注
意
し
て
く
だ
さ
い

ガ
ス
会
社
の
名
を
騙
っ
た
集
金

か
た

モンマートなかた

ありがとうございます
ありがとうございます

　7月5日（水）、観音寺・三

豊ビルメンテナンス協会の

会員たちが、ボランティア

で市内の公共用トイレの清

掃をしてくれました。

児童図書充実
のための寄付

公共用トイレの
清掃ボランティア

国
民
健
康
保
険
・

老
人
保
健
か
ら
の
お
知
ら
せ

飲
酒
運
転
は
ゼ
ッ
タ
イ
し
な
い
！

飲
酒
運
転
で
の
死
亡
事
故
急
増

登
録
調
査
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

体
力
つ
く
り
「
バ
ス
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

当日お越しの方に砂糖1kg進呈

“We Serve” 観音寺ライオンズクラブ

平和記念の黙とうをささげましょう

■ 広島、長崎に原爆が投下された日

　・ ８月６日（日）午前８時１５分から１分間

　・ ８月９日（水）午前１１時２分から１分間

■ 戦没者を追悼し、平和を祈念する日

　・ ８月１５日（火）正午から１分間

■ 原爆被爆パネル展

　 高校生平和ポスター展
　　　　　８月８日(火)～１２日（土）
　　　　　月曜日休館
　　　　　中央図書館多目的ホール

と　き

ところ

　原爆死没者な

ど、さきの対戦

において亡くな

られた人々を追

悼し、平和を祈

念するため黙と

うをささげまし

ょう。

一般（下記以外の人）

７０歳以上で低所得者Iの人

９０日まで住民税非課税世帯

９１日以降
（過去１２カ月の入院日数）

（７０歳以上で低所得者
　IIの人）

入院時の食事代 （一食分）

　

ガ
ス
会
社
の
名
を
か
た
っ
た

詐
欺
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
保
険
料
の
集
金
に
来
た
」「
ガ

ス
管
の
代
金
を
集
金
に
来
た
」

「
機
器
の
取
り
替
え
に
来
た
」
な

ど
と
手
口
が
非
常
に
巧
妙
で
、

今
後
被
害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　

請
求
金
額
が
１
万
円
前
後
な

の
で
、
相
手
の
身
分
や
請
求
内

容
な
ど
を
十
分
に
確
認
し
な
い

で
支
払
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

【
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
】

＊
不
審
な
集
金
を
受
け
た
場
合

　

は
、
ま
ず
、
相
手
の
身
分
を

　

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

＊
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
現
金

　

を
渡
さ
ず
契
約
し
て
い
る
ガ

　

ス
会
社
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

＊
料
金
を
支
払
っ
た
場
合
は
、

　

そ
の
場
で
領
収
書
を
も
ら
い

　

ま
し
ょ
う
。

　

商
工
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
３
３

　

西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２５
―

５
１
３
５

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

入
院
時
に
次
の
も
の
を
医
療
機

関
の
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
食

事
代
が
次
表
の
よ
う
に
安
く
な

り
ま
す
。

【
提
示
物
】

①
平
成
１８
年
度
住
民
税
非
課
税

　

世
帯
の
人

「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

②
７０
歳
以
上
の
国
保
・
老
人
保

　

健
対
象
者
で
低
所
得
者
Ⅱ（
※
１
）、

　

低
所
得
者
Ⅰ
（
※
２
）
の
人

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　

減
額
認
定
証
」

　

該
当
す
る
人
で
、
現
在
入
院

中
ま
た
は
、
こ
れ
か
ら
入
院
の

予
定
が
あ
る
と
き
は
、
国
民
健

康
保
険
、
老
人
保
健
の
窓
口
で

食
事
代
の
減
額
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】

　

申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
適

用
に
な
り
ま
す
。
次
の
も
の
を

窓
口
に
持
参
し
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

＊
申
請
が
遅
れ
る
と
減
額
が
受

　

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。

【
持
参
物
】

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

　

老
人
保
健
対
象
者
は
老
人
医

　

療
受
給
者
証
・
健
康
保
険
証

○
印
鑑

○
減
額
認
定
証
（
現
在
交
付
を

　

受
け
て
い
る
人
の
み
）

○
過
去
１２
カ
月
の
入
院
日
数
が

　

通
算
９０
日
を
超
え
て
い
る
場

　

合
は
、
入
院
日
数
を
確
認
で

　

き
る
書
類
（
領
収
書
な
ど
）

（
※
１
）
低
所
得
者
Ⅱ

　
　

世
帯
主
と
世
帯
員
全
員
（
国
保
で
医

　

療
を
受
け
る
人
は
世
帯
の
国
保
加
入

　

者
全
員
）
が
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

　

人

（
※
２
）
低
所
得
者
Ⅰ

　
　

低
所
得
者
Ⅱ
の
条
件
に
加
え
て
、
そ

　
　

の
世
帯
の
所
得
が
必
要
経
費
と
控
除

　
　

を
差
し
引
く
と
０
円
に
な
る
世
帯
の
人

　

健
康
増
進
課
国
民
健
康
保
険

　

係
・
医
療
係
☎
２３
│

３
９
２
７

　

大
野
原
支
所
福
祉
保
健
課

　

保
健
係　

☎
５４
│

５
７
０
６

　

豊
浜
支
所
福
祉
保
健
課

　

福
祉
係　

☎
５２
―

１
２
０
４

　

市
民
課
市
民
生
活
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
２
４

　

香
川
県
が
、
人
口
10
万
人
当

た
り
の
死
亡
事
故
発
生
件
数
全

国
ワ
ー
ス
ト
１
位
（
６
月
７
日

現
在
）
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
市
内
で
も
年
初
か
ら
死
亡

事
故
が
多
発
。
す
で
に
７
人
が

犠
牲
に
な
る
な
ど
、
厳
し
い
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に
飲

酒
運
転
が
原
因
の
事
故
が
急
増

し
、
全
体
の
約
４
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

「
少
し
だ
け
」「
一
杯
だ
け
」

と
い
う
甘
い
考
え
は
今
日
か
ら

捨
て
、
飲
酒
運
転
は
「
絶
対
に

し
な
い
！
」「
さ
せ
な
い
！
」「
勧

め
な
い
！
」
と
い
う
強
い
意
志

を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

事
故
に
は
だ
れ
も
遭
い
た
く

あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
自
分
の

身
に
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
を
す
れ
ば
、

回
避
で
き
る
事
故
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
交
通
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
、
一
人
ひ
と
り
が
節
度

を
持
ち
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

８
月
２７
日
（
日
）

　

午
前
７
時
出
発
／
雨
天
決
行

　

総
合
運
動
公
園
自
由
広
場

　

高
知
県
津
野
町
四
国
カ
ル
ス

　

ト
（
天
狗
高
原
）

　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

　

タ
オ
ル
／
水
筒
／
弁
当
／
雨

　

具
な
ど

　

大　

人　

３
、
０
０
０
円

　

小
学
生　

２
、
５
０
０
円

※
弁
当
希
望
の
人
は
別
途
５
０
０
円

　

必
要
（
申
込
時
徴
収
）

　

８
月
７
日
（
月
）
か
ら
定
員
に

　

な
り
次
第
締
め
切
り

　
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
４
１

　

国
が
す
る
各
種
統
計
調
査

　

市
内
で
調
査
活
動
が
可
能
／

　

２０
歳
以
上
で
健
康
な
人
／
警

　

察
・
税
務
・
選
挙
な
ど
に
直

　

接
関
係
の
な
い
人

　

２
５
、
０
０
０
円
〜
４
５
、
０

　

０
０
円
程
度
／
調
査
の
種
類
、

　

受
け
持
ち
件
数
に
よ
り
異
な
る

　

企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
１
７

　

生
活
環
境
課

　
　
　
　
　

☎
２５
│

２
６
９
８

　

生
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る

た
め
に
乾
燥
式
、
ま
た
は
バ
イ

オ
式
に
よ
る
生
ご
み
処
理
機
を

購
入
す
る
世
帯
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
１
世
帯

１
機
ま
で
と
し
ま
す
。

補
助
金
額
…

　

購
入
費
の
３
分
の
１
以
内

（
最
高
で
２
万
円
ま
で
、

　

１
、０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

補
助
対
象
…

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
処
理

　

機
を
購
入
し
た
世
帯

生
ご
み
処
理
機
の
補
助
金

て
ん
ぐ

２０21



く ら し の 生 き 生 き 情 報

時

問

＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問

対

問

問

問

申持料

受問受料

時所対数内

時内

時所

＝問合先

問

所

受問問受内 対

問 数料申

問

内受申

問

問

　

昭
和
１２
年
４
月
２
日
か
ら
昭

　

和
４２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
、
健
診
の
申
し
込
み
を

　

し
た
人

　

９
月
１
日
（
金
）
〜
１０
月
７
日

　

（
土
）

　

「
成
人
基
本
健
康
診
査
」
の

　

表
示
が
出
て
い
る
市
内
の
医

　

療
機
関

注
意
点

○
昨
年
末
の
希
望
調
査
に
基
づ

　

き
、
希
望
者
に
は
８
月
下
旬

　

に
通
知
書
、
問
診
票
な
ど
を

　

送
付
し
ま
す
。
よ
く
読
ん
で

　

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診

　

を
希
望
す
る
人
で
、
ま
だ
申

　

し
込
み
の
で
き
て
い
な
い
人

　

は
至
急
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
基
本
健
診
に
、
新
た
に
「
基

　

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」（
65
歳

　

以
上
の
人
の
み
）
が
追
加
に

　

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
介

　

護
予
防
の
参
考
資
料
に
な
る

　

大
切
な
も
の
で
す
。
必
ず
記

　

入
し
、
当
日
持
っ
て
き
て
く

　

だ
さ
い
。

○
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
は
、
今

　

年
度
４０
歳
か
ら
６９
歳
に
な
る

　

人
で
、
今
ま
で
未
受
診
の
人

　

が
受
診
で
き
ま
す
。

　

健
康
増
進
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
６
４

　

大
野
原
支
所
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　

☎
５４
―

５
７
０
６

　

豊
浜
支
所
福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　

☎
５２
―

１
２
０
４

　

毒
物
や
劇
物
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
種
類
が
あ
り
、
身
近
な
所

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
吸
引
、

誤
飲
や
接
触
で
中
毒
に
な
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
必
要
以
上
に
買
わ
な
い

○
盗
難
や
紛
失
す
る
こ
と
が
な

　

い
よ
う
に
鍵
の
か
か
る
場
所

　

に
保
管

○
ラ
ベ
ル
を
よ
く
読
み
正
し
く

　

使
用

○
毒
物
・
劇
物
に
該
当
し
な
い

　

も
の
に
し
て
か
ら
、
適
正
に

　

廃
棄

中
毒
事
故
が
起
き
た
ら

　

①
原
因
物
質
の
確
認

　

②
応
急
処
置

　

③
医
療
機
関
を
受
診

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

衛
生
課

　
　
　
　
　

☎
２５
―

４
３
８
８

　

８
月
１２
日
（
土
）
午
後
２
時
〜

　

腎
臓
の
働
き
に
つ
い
て
／
腎

　

臓
に
使
わ
れ
る
お
薬
に
つ
い

　

て
／
社
会
福
祉
制
度
に
つ
い

　

て

※
事
前
予
約
が
必
要

　
　

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康

　
　

管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
５２
―

３
３
６
６

　

９
月
１１
日
（
月
）
〜
１５
日
（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

１１
日
市
民
会
館
第
３
会
議
室

　

１２
日
以
降
老
人
憩
の
家

　

６０
歳
代
前
半
層
の
人

　

２０
人
（
先
着
順
）

　

樹
木
の
せ
ん
定
実
習
／
盆
栽

　

の
手
入
れ
方
法
／
病
害
虫
の

　

防
除
な
ど

　

筆
記
用
具

　

無
料

　

８
月
７
日
（
月
）
か
ら
事
務
所

　

で
受
付
開
始

　

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
２４
―

０
４
１
９

　

１
週
間
前
ま
で

　

３
歳
未
満
３
、
０
０
０
円

　

３
歳
以
上
２
、
０
０
０
円

　

税
関
で
は
、
預
か
っ
て
い
る

通
貨
や
証
券
な
ど
を
返
し
て
い

ま
す
。

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚

　

げ
て
き
た
と
き
、
上
陸
港
の

　

税
関
・
海
運
局
に
預
け
た
通

　

貨
や
証
券
な
ど

○
外
地
の
集
結
地
で
、
領
事
館

　

な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な

　

ど
の
う
ち
、
日
本
に
送
還
さ

　

れ
た
も
の

　

返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
だ

け
で
な
く
家
族
の
人
で
も
で
き

ま
す
。
お
心
当
た
り
の
人
は
、

最
寄
り
の
税
関
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
海
外
旅
行
、
貨
物
の

輸
出
入
な
ど
に
関
し
て
も
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

坂
出
税
関
支
署
詫
間
出
張
所

　
　
　
　
　

☎
８３
│

３
０
７
１

　
　
　

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
適
正

な
保
管
に
向
け
て
県
管
理
港
湾

（
観
音
寺
港
・
豊
浜
港
）
で
新

し
い
ル
ー
ル
を
定
め
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
放
置
等
禁
止
区
域
」
の
指
定

　

港
湾
内
で
の
小
型
船
舶
の
放

置
を
禁
止

「
小
型
船
舶
用
泊
地
」
の
指
定

　

決
め
ら
れ
た
場
所
に
保
管

「
小
型
船
舶
用
泊
地
使
用
料
」

の
設
定

　

保
管
に
は
県
港
湾
管
理
条
例

で
定
め
る
使
用
許
可
と
使
用
料

が
必
要

　

平
成
１８
年
度
か
ら
順
次
実
施

し
、
平
成
２０
年
４
月
に
は
県
管

理
の
港
湾
全
体
で
実
施
す
る
予

定
で
す
。（
各
港
湾
ご
と
の
実
施

時
期
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　

県
土
木
部
港
湾
課
総
務
・
管

　

理
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
８
７
―

８
３
２
―

３
５
４
９
�

　

三
観
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

　

２
階
研
修
会
議
室

　

各
３０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

　

無
料

　
　

消
防
防
災
課

　
　
　
　
　

☎
２３
―

３
９
７
３

　
　

南
消
防
署

　
　
　
　
　

☎
２４
―

２
１
１
９

　

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

○
家
庭
内
不
和
や
い
ざ
こ
ざ
で

　

困
っ
て
い
る

○
結
婚
・
離
婚
・
男
女
問
題
で

　

悩
ん
で
い
る

○
配
偶
者
（
そ
れ
以
外
も
含
む
）

　

か
ら
の
暴
力
を
受
け
て
い
る

女
性
相
談
専
用
電
話

　

☎
０
８
７
―

８
３
５
―

３
２
１
１

　

月
〜
土
曜
日
／
午
前
９
時
〜

　

午
後
９
時
（
日
・
祝
日
除
く
）

　

県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

〒
７
６
０
―

０
０
０
４

　

高
松
市
西
宝
町
二
丁
目
６
―

３２

　

子
ど
も
の
こ
と
で
悩
ん
で
い

る
人
は
何
で
も
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

専
用
電
話

☎
０
８
７
―

８
６
２
―

４
１
５
２

　

月
〜
土
曜
日
／
午
前
９
時
〜

　

午
後
９
時
（
日
・
祝
日
除
く
）

　

県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
―

８
６
２
―

８
８
６
１

　

国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
き

が
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
税
務
署

な
ど
に
何
度
も
行
く
必
要
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

　

☎
０
５
７
０
―

０
１
５
９
０
１

（
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
市
内
通

　

話
料
金
）

　

利
用
時
間
／
月
〜
金
曜
日
午
前
９

　

時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
な
ど
を
除
く
）

　

８
月
２４
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　
　

９
月
５
日
（
火
）

　

高
校
卒
業
程
度

　

海
上
保
安
大
学
校
学
生

　

気
象
大
学
校
学
生

一
次
試
験

　

１０
月
２８
日
（
土
）・
２９
日
（
日
）

　

人
事
院
四
国
事
務
局

　
　
　
　
　
　

第
二
課
試
験
係

　

〒
７
６
０
―

０
０
６
８

　

高
松
市
松
島
町
１
│

１
７
│

３
３

　

☎
０
８
７
│

８
３
１
│

４
７
６
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　　

１１
月
２
日
の
白
秋
祭
で
献
詩

す
る
詩
を
募
集
し
ま
す
。

　

自
由
詩　

Ｂ
４
版
４
０
０
字

　

詰
め
原
稿
用
紙
使
用
／
未
発

　

表
の
自
作
の
作
品
／
字
数
・

　

内
容
制
限
な
し

　

８
月
１
日
（
火
）
〜
９
月
１２
日

　

（
火
）
必
着

　
　

柳
川
市
教
育
委
員
会

　

学
校
教
育
課

　

☎
０
９
４
４
―

７
２
―

７
１
１
１

Ｅ
メ
ー
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

2223

基
本
健
康
診
査
（
医
療
機
関

で
受
診
）
の
お
知
ら
せ

毒
物
・
劇
物
で
の
危
害
発
生

防
止
の
た
め
に

緑
地
保
全
管
理
講
習
会

日
曜
（
休
日
）
保
育

コ
ー
ナ
ー 健
康

お
知
ら
せ

ス ポ
ーツ情報

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の

皆
さ
ん
へ

新
し
い
ル
ー
ル
を
定
め
ま
す

救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

子
ど
も
と
家
庭
の
電
話
相
談

ご
存
じ
で
す
か

「
女
性
相
談
」
電
話

白
秋
祭
献
詩
募
集

利
用
し
て
く
だ
さ
い

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
）

国
家
公
務
員
採
用
試
験

ヨ　

イ　

コ　

ニ

三
豊
総
合
病
院
組
合
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
健
康
教
室

腎
臓
病
教
室

：

普
通
救
命
講
習
会

９
月
２
日
（
土
）

午
前
８
時
４５
分
〜
正
午

心
肺
蘇
生
法
や
止
血
法
な
ど

の
救
命
手
当
／
自
動
体
外
式

除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使

用
法
な
ど

９
月
３
日
（
日
）

午
前
８
時
〜
午
後
５
時

普
通
救
命
講
習
会
の
内
容
に

加
え
、
骨
折
・
外
傷
・
や
け

ど
な
ど
の
応
急
手
当
と
搬
送

法
な
ど

上
級
救
命
講
習
会

時内時内

そ



　

小
・
中
・
高
校
生
お
よ
び
県
民

　

「
家
庭
の
日
」
を
中
心
に
、

　

明
る
い
家
庭
づ
く
り
や
青
少

　

年
の
活
動
を
進
め
る
「
地
域

　

ぐ
る
み
運
動
」
を
表
す
も
の

　

８
月
１
日
（
火
）
〜
９
月
１１
日

　

（
月
）
※
当
日
消
印
有
効

　

君
が
好
き
！
あ
な
た
が
大
事

！
フ
ォ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

小
・
中
・
高
校
生
お
よ
び
県
民

　

地
域
の
人
と
一
緒
に
活
動
し

　

た
こ
と
を
写
真
で
表
現
し
、

　

地
域
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の

　

大
切
さ
や
楽
し
さ
な
ど
を
メ

　

ッ
セ
ー
ジ
で
表
す

　

８
月
１
日
（
火
）
〜
１２
月
１１
日

　

（
月
）
※
当
日
消
印
有
効

　
　

ポ
ス
タ
ー
・
フ
ォ
ト
メ
ッ

　

セ
ー
ジ
と
も
に
青
少
年
育
成

　

香
川
県
民
会
議
事
務
局

　

〒
７
６
０
―

８
５
７
０

　

高
松
市
番
町
四
丁
目
１
―

10

　

☎
０
８
７
│

８
３
２
│

３
１
９
６

　

８
月
１
日
（
火
）
〜
９
月
８
日

　

（
金
）

※
２
等
陸
・
海
・
空
士
男
子
に
つ
い

　

て
は
受
付
期
間
、
試
験
日
と
も
に

　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
観
音
寺
募
集
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
２５
―

６
１
２
２

　

9
月
１１
日
（
月
）
ま
で

一
次
試
験　

9
月
１８
日
（
祝
）

　

三
豊
総
合
病
院
組
合

　
　
　
　
　

☎
５２
―

3
3
6
6

申

問

く ら し の 生 き 生 き 情 報

時 ＝日時 所 ＝場所 講 ＝講師 内 ＝内容 対 ＝対象 数 ＝募集人数 持 ＝持参物 種 ＝種目 料 ＝参加費用 受 ＝受付期間 主 ＝主催 申 ＝申込方法・申込先 問 ＝問合先

F

対

受

受問

問

内対内 受受

相談あれこれ

2425

Ｆ

Ｆ

消
防
だ
よ
り

図書館だよりLibrary News

花
火
・
火
遊
び
で
の
火
災
防
止

１３
件

　

１
、
２
５
５
件

火
災
・
救
急
件
数

相談あれこれ相談あれこれ
※相談日は、都合により変更することがあります

時

講

時

時

時

時

時

時

時

数 時

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所

所

所

所

所

所

所

所

問

講

所

問

問

時

時

時

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

業天賢治＝新田町　

岡田守雄＝流岡町　

安藤武＝植田町

三宅良治＝観音寺町　

高橋茂＝出作町　

高橋幸男＝吉岡町　

山下　治＝大野原町萩原　

安藤憲二＝大野原町萩原

久保榮＝大野原町花稲

大山　　＝大野原町大野原

高橋孝＝大野原町中姫　

8月の納税

納付期限

納め忘れのないよう便利な口座振替を
ぜひご利用ください。

８月３１日（木）

市・県民税（２期）

中央図書館行事予定

大野原図書館行事予定

豊浜図書館行事予定

新　　刊

紙芝居「アンパンマンとらんぼうや」

「歴史を探る・人生を探る」開館時間

作・絵　やなせ　たかし

フレーベル館

池波　正太郎　著

河出書房新社

★おはなし会

★つぼみ愛書会８月例会

★図書館講座（古典を読む会「徒然草」＋日本語講座）

　５日（土）午後１時３０分～午後２時１０分

２５日（金）午後１時３０分～

　伊藤健治著　財田川夏物語（四国新聞の掲載）

２６日（土）午前９時５０分～午前１１時２０分

★おはなし会

★古典文学講座

◆新着図書は、新着コーナーにリストを掲示しています。
◆開館時間は３館とも同じです。

１９日（土）午後２時～午後３時

１９日（土）午前９時３０分～午前１１時３０分

★夏休みの工作教室「広告チラシで小物入れ」

　５日（土）午前１０時～午前１１時３０分

（行事についての詳細は、各図書館にお問い合わせください）

火曜～金曜日　午前９時～午後６時　　土曜・日曜日　午前９時～午後５時
休館日　７・１４・２１・２８日

中央図書館☎23－3960　大野原図書館☎54－5715　豊浜図書館☎52－1206

1
1
〜

６
３０

作
品
募
集
！

青
少
年
健
全
育
成
「
家
庭
の
日
」
の

ポ
ス
タ
ー

自
衛
官
募
集

三
豊
総
合
病
院
組
合

職
員
募
集
！

「
み
ん
な
で
子
ど
も
を
育
て
る
日
」

　
フ
ォ
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

今月の人口

（７月１日現在）

人　口

男

女

世帯数

火　

災

救　

急

あたたかい心ありがとうございます

６月１日～３０日

社会福祉法人 観音寺市社会福祉協議会

香典返し （敬称略）

　

夏
の
風
物
詩
「
花
火
」
。
こ
の

楽
し
い
は
ず
の
花
火
で
、
毎
年

火
災
が
起
き
て
い
ま
す
。
次
の

こ
と
に
十
分
注
意
し
て
花
火
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

①
広
く
て
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

②
水
を
入
れ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意

③
子
ど
も
だ
け
の
花
火
は
ダ
メ
！

④
花
火
は
安
全
な
場
所
に
保
管

　

ま
た
、
子
ど
も
の
火
遊
び
に

よ
る
火
災
は
、
大
人
が
い
な
い

と
き
に
発
生
し
や
す
く
発
見
が

遅
れ
ま
す
。

　

火
災
が
起
こ
っ
た
と
き
、
真

っ
先
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
の

は
子
ど
も
た
ち
で
す
。
夏
休
み

前
に
も
う
一
度
、
火
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
家
庭
で
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
。

①
火
遊
び
を
見
か
け
た
ら
注
意

②
子
ど
も
だ
け
で
火
を
取
り
扱

　

わ
せ
な
い

③
子
ど
も
だ
け
を
残
し
て
外
出

　

し
な
い

④
火
災
の
恐
ろ
し
さ
・
火
の
取

　

り
扱
い
に
つ
い
て
教
え
る

⑤
ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
手
の
届
く

　

と
こ
ろ
に
置
か
な
い

講

講

講

南
消
防
署

☎
２４
―
２
１
１
９

航
空
学
生

薬
剤
師

一
般
曹
候
補
学
生

曹
候
補
士

2
等
陸
・
海
･
空
士

対

数対

内対内対内対内

高
卒
（
見
込
み
含
む
）

　
　
　
　

２１
歳
未
満
の
男
女

若
干
名

平
成
１９
年
3
月
卒
業
見
込

み
の
人

平
成
１９
年
3
月
卒
業
見
込

み
の
人

一
次
試
験
９
月
２３
日
（
祝
）

18
歳
以
上
２４
歳
未
満
の
男
女

一
次
試
験
９
月
１６
日
（
土
）

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
女

一
次
試
験
９
月
１６
日
（
土
）

１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
男
女

女
子
一
次
試
験
９
月
２４
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

２５
日
（
月
）

男
子
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

臨
床
検
査
技
師

数対

1
人

保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師

数対

合
計
４０
人

昭
和
４７
年
4
月
2
日
以
後

に
生
ま
れ
た
人


